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はじめに 

片瀬・江の島まちづくり協議会（片瀬地区郷土づくり推進会議の通称）は、藤沢市郷土づ

くり推進会議設置要綱に基づき市が設置する会議体として新たに位置づけられた組織で、そ

の役割には、地域の意見を集約しながら地域の課題を把握し課題解決に向けた方向性を検討

することや、その検討結果により市への提案・提言等や地域の特性を活かした事業の企画・

実施をすることにあります。 

本書は、まちづくりの根幹となる市民参加制度「郷土づくり推進会議」がスタートしてか

ら 10年目となる令和 5年度（2023年 4月～2024年 3月）について、片瀬地区のまちづくり

を進めてきた片瀬・江の島まちづくり協議会の活動をまとめたものです。 

 

１．協議会全体の活動について 

片瀬・江の島まちづくり協議会（以下、「協議会」という。）は、片瀬地区自治町内会連絡

協議会等の片瀬地区で活動する地域団体等から選出された委員 14 人と公募委員 7 人（令和

3 年度末公募委員選考）の合計 21 人の委員により構成し、令和 4 年度から 2 年間の任期で

市長から委嘱を受けて活動しています。 

協議会は、片瀬地区郷土づくり推進会議運営要領に基づき、円滑な運営を図るため、委員

全員が出席する「全体会」、役員が出席する「役員会」、まちづくり事業や地域課題の検討を

具体的に検討する「部会」、部会の担当分野に該当しない地域課題について解決に向けた方

策の検討や取扱いの方向性を検討する「課題別検討ワーキンググループ（以下、「WG」とい

う。）」の各種会議を必要に応じて開催してきました。 

その中で、運営の柱となる役員について、議長（片瀬・江の島まちづくり協議会では「会

長」という。）は、全体を代表することから片瀬地区自治町内会連絡協議会からの選出委員

を充て、副議長（片瀬・江の島まちづくり協議会では「副会長」という。）の役に 4 つの部

会から各部会長が就任しています。これは、まちづくり事業の推進を担っている部会のリー

ダーが役員となることで、協議会全体の運営と事業活動との連携がスムーズにとれ、かつ、

各事業や地域での活動実践の視点から本音で議論・検討を進められる体制として、これまで

の経験を踏まえ採用しているものです。このような形で、役員会において議題についての検

討を集中的に行い、全体会へ議論のたたき台として提案していくことで、より充実した活動

につながってきたものです。 

令和 5年度に開催した全体会等の会議の開催状況や議題は、次頁に掲載しました。 
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■全体会（12回、延べ 290人出席） 

回数 日時 

出席人数 

主な議題等 委

員 

傍

聴 

事務

局 

合

計 

1 
4 月 20 日（木） 

16：20～17：40 
15 0 7 22 ・令和５年度事業について 

2 
5 月 26 日（金） 

15：30～17：10 
16 0 4 20 

・令和５年度の活動について 

 “若い人が参加したくなる地域づくり”        

3 
6 月 15 日（木） 

18：30～20：30 
17 0 7 24 

・令和５年度の活動について 

 “若い人が参加したくなる地域づくり”        

4 
7 月 21 日（金） 

15：30～17：40 
15 0 6 21 

・藤沢市都市マスタープラン改定に伴う意見交換 

・まちづくりアンケートについて 

・ふれあいまつりについて 

5 
8 月 24 日（木） 

15：30～17：20 
16 0 7 23 ・まちづくりアンケートについて 

6 
9 月 22 日（金） 

18：30～20：00 
16 0 4 20 

・藤沢市都市マスタープラン改定に伴う意見交換 

・“みんなが参加したくなるまちづくり“アンケートについて 
 

7 
10 月 19 日（木） 

15：30～17：15 
19 0 7 26 

・令和５年度地区集会の開催について 

・“みんなが参加したくなるまちづくり“アンケート中間報告 

8 
11 月 16 日（木） 

15：30～17：30 
12 0 7 19 

・藤沢市都市マスタープラン改定に伴う意見交換 

・“みんなが参加したくなるまちづくり“アンケート集計結果 

・令和５年度地区集会の方向性について 

9 
12 月 21 日（木） 

18：30～20：50 
15 0 7 22 

・片瀬山市民の家再整備に関する報告 

・部会・事業等の総括について 

・令和５年度地区集会について  

10 
1 月 25 日（木） 

15：30～17：25 
18 0 6 24 ・令和５年度地区集会について 

11 
2 月 22 日（木） 

15：30～17：45 
14 0 7 21 ・令和５年度地区集会について （最終確認） 

12 
3 月 19 日（火） 

18：30～20：30 
17 0 7 24 

・まちづくり通信第 45 号について 

・次年度の取組について 
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■役員会（12回、延べ 86人出席） 

回数 日時 

出席人数 

主な議題等 役

員 

事務

局 

合

計 

1 
４月 6 日（木） 

15：30～17：00 
5 3 8 

・市長との意見交換会について 

・令和５年度事業計画、検討課題について 

2 
５月１2 日（金） 

15：30～17：00 
3 2 5 

・令和５年度の活動について 

「若い人が参加したくなる地域づくり」 

3 
６月１日（木） 

15：30～17：00 
5 3 8 

・令和５年度の活動について 

「若い人が参加したくなる地域づくり」 

4 
７月７日（金） 

15：30～17：00 
4 3 7 

・藤沢市都市マスタープラン改定に伴う意見交換について 

・令和５年度の活動について 

「若い人が参加したくなる地域づくり」「ふれあいまつり」 

5 
８月７日（月） 

15：30～17：00 
5 3 8 ・アンケートについて      

6 
9 月 13 日（水） 

15：30～17:00 
5 3 8 

・藤沢市都市マスタープラン改定に伴う意見交換について 

・令和６年度郷土づくり推進会議委員改選について 

・“みんなが参加したくなるまちづくり“アンケートについて 

7 
10 月 6 日（金） 

15:30～17:00 
5 3 8 

・令和５年度地区集会について   

・“みんなが参加したくなるまちづくり“アンケートについて 

・委員公募要領等について 

8 
11 月 2 日（木） 

15:30～17:00 
3 3 6 

・藤沢市都市マスタープラン改定に伴う意見交換について 

・令和５年度地区集会について   

・地区集会の方向性について 

9 
12 月８日（金） 

15:30～17:00 
4 3 7 

・部会、事業の総括について 

・令和５年度地区集会について 

10 
1 月 1５日（月） 

15:30～17:00 
4 3 7 

・藤沢市都市マスタープラン改定に伴う意見交換について 

・令和５年度地区集会について  

・委員の改選について 

11 
2 月 8 日（木）

15:30～17:00 
5 3 8 

・令和５年度地区集会について  

・まちづくり通信第４５号について 

12 
3 月７日（木） 

15:30～17:00 
4 3 7 

・藤沢市都市マスタープラン改定に伴う意見交換について 

・令和５年度地区集会について  

・まちづくり通信第４５号について 
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■地区集会 

地区集会については、片瀬・江の島まちづくり協議会の活動を周知し、地域の方から意見

をいただく機会とすることはもちろんのこと、片瀬地区の地域の課題を集約し、把握できる

貴重な場と捉えています。 

また、地区集会の開催に向け、過去の実施例から地域課題や意見を出しやすくする工夫に

ついての検討を重ねてきました。ひとつには、関心のある個別のテーマを取り上げ、その分

野の活動団体、市担当課職員や関係者にも参加をいただきながら、最新の情報や実情を踏ま

え、議論が深められるようなプログラムとすることや、これまで実施してきたワークショッ

プのような少人数制の分科会的な要素についても、発言・意見しやすいスタイルとして効果

があるものと評価してきました。 

令和５年度の地区集会は「みんなが参加したくなるまちづくり」をテーマに、令和５年 

１０月に実施した「まちづくりアンケート」の集計結果を踏まえ、片瀬地区にお住いの若い

世代から高齢者まで様々な世代が「より暮らしやすいまち」となるためにはどうしたら良い

のかグループトークを行い、意見集約を行いました。 

この地区集会でいただいた意見や提案、新たな課題については、しっかりと受けとめ、ま

ちづくり通信等でその内容をお知らせするとともに、協議会としても意見等の掘り下げや課

題解決に向けた継続的な活動へと繋いでいきます。今後も、この地区集会等の機会や様々な

メディアを利用して、地域住民からの地域課題の集約と意見のキャッチボールが大切である

と認識しています。 

 

地区集会（１回） 

  日 時  令和 6年 3月 2日（土）10：30～12：30 

  場 所  市民センターホール、オンライン（併催） 

テーマ  片瀬地区 みんなで話そう タウンミーティング 

～「みんなが参加したくなるまちづくり」を目指して～ 

  参加者  ４７人（会場３０人、オンライン３人、委員１４人） 

 

  第一部 まちづくり協議会令和４、５年度２年間の活動報告 

      （1）まちづくり協議会全体の活動報告    

      （2）各部会の活動報告  

  第二部 （1）アンケート結果報告 

（2）グループトーク（５グループに分かれてグループトーク）  

   

  グループトークの意見等地区集会の詳細は、４９ページからの資料をご覧ください。 
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■令和５年度アンケート 

片瀬・江の島まちづくり協議会は『みんなが参加したくなるまちづくり』を目指して活動

してきました。『みんなが参加したくなるまちづくり』とはどういう事なのか、片瀬地区に

関わりのある皆様の声を聴かせていただき、片瀬地区が「より暮らしやすいまち」となるた

めのヒントをいただきたく、２０２３年１０月にアンケートを実施しました。 

 

実施方法 

（１）対象者 片瀬地区在住の住民 

（２）周知方法   ①１０月１０日号まちづくり通信 44号発行  

②ちらし（A５）を配布                         

（３）回答方法   ①インターネットで回答（市電子申請を利用） 

②アンケート用紙での回答（市民センター窓口で配布、回収） 

（４）回答期間   ２０２３年１０月５日（木）から１１月１０日（金）まで 

（５）回答数     １５１件（うち電子回答９７件） 

 

 アンケート内容、回答は２２ページからの結果報告資料をご覧ください。 

 

  今回の地区集会やアンケートを通して、片瀬地区は非常に暮らしやすい、良い地域であ

り、人と人とのつながりがあるまち、など片瀬地区への思いを感じることができました。こ

の思いを未来へつなぎ、地域のつながりをより強くできるよう、さらにたくさんの方にまち

づくりに参加していただける片瀬地区を目指していきます。 

皆様からいただいたご意見は、これからの片瀬地区をより良くするためにまちづくり協議

会で地域課題としていくのはもちろん、自治・町内会をはじめとする片瀬地区内の地域団体

と共有し、それぞれの活動の参考としていただきたいと考えています。 

 

■市長との意見交換会（1回） 

 意見交換会は、市長はじめ副市長や関係部課等の市職員と協議会の委員が地域づくりにお

ける課題について意見交換を行い、当協議会の取組や地域の意見・課題等の実情を伝えるこ

とができる大切な場と考えています。 

令和 5年度については、次のとおり意見交換会を行いました。 

 

日 時  令和 5年 4月 20日（木）15:30～16:30   

場 所  片瀬市民センターホール 

出席者  まちづくり協議会委員 15人 

市側 21人 

（鈴木市長、和田副市長、宮治副市長、企画部長、防災安全部長、 

福祉部長、地域共生社会推進室長、市民自治部長、市社会福祉協議 

会担当職員、他職員 12人） 
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■郷土づくり推進会議地区交流会（1回） 

  市内 13 地区での活動の情報共有を図り地域住民と市との協働を深めることを目的とし

て郷土づくり推進会議代表者と理事者との地区交流会が開催されました。 

 

日 時  令和 5年 11月 10日（金）10:00～12:00 

場 所  藤沢商工会館 ミナパーク 302・303会議室 

出席者  市内 13地区郷土づくり推進会議代表者各地区 2人 

市側理事者 3人（鈴木市長・和田副市長・宮治副市長） 

内 容  「若い世代や新しい層を取り込む特色ある地域活動について」、「地域の活性

化・自治会加入率について」、「郷土づくり推進会議のあり方について」をテ

ーマに、活発な意見交換を行い、地域の様々な課題を共有するとともに、地

域づくりの推進にあたっての基本的な考えを共有しました。 
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２．各部会及び地域課題別検討ワーキングの活動について 

 令和 5年度は、まちづくり事業 6事業を担う 4部会により、各事業の推進や関連する地域

課題についての検討等活動を行いました。 

また、部会の活動分野に該当しない、もしくはひとつの部会だけでは対応が難しい地域課

題については、前年度に続き 1つの課題別検討ワーキング・グループにより、取扱いの方向

性や対策等についてのワーキングを行いました。 

まちづくり事業の推進等の活動状況については「３．まちづくり事業について」に、地域

課題の検討状況については「４．地域課題の検討について」に、それぞれまとめて記載し、

ここでは各部会及び地域課題別検討ワーキングの会議の開催状況について記します。 

 

(1)人材・情報バンクセンター運営委員会 

＜担当事業＞   片瀬地区人材・情報バンクセンター事業 

＜会議開催状況＞ 会議 12回 延べ 97人出席  

 

(2)ボランティアセンター運営委員会 

＜担当事業＞   ボランティアセンター事業、まちかど相談事業 

＜会議開催状況＞ 会議 6回 延べ 56人出席  

 

(3)青少年健全育成部会 

＜担当事業＞   青少年健全育成事業 

＜会議開催状況＞ 会議 6回 延べ 29人出席 

 

(4)郷土文化推進部会 

＜担当事業＞   民俗文化財等継承事業、片瀬・江の島歴史文化継承事業、郷土魅力継承

等課題 

＜会議開催状況＞ 会議 10回 延べ 102人出席 

 

(5)広報事業ワーキング・グループ 

＜担当地域課題＞ 片瀬地区の情報発信について 

＜会議開催状況＞ 会議 9回 延べ 30人出席 

 

 

 

 

 

  



令和５年度片瀬・江の島まちづくり協議会活動報告書 

 

３．まちづくり事業について 

~ 8 ~ 
 

３．まちづくり事業について 

 

<<事業名>>  片瀬地区人材・情報バンクセンター事業 

 

<担当部会> 人材・情報バンクセンター運営委員会 

 

<事業の目的> 

地域情報の発信や、ボランティア活動のニーズに応え、地域活   

動の活性化に取り組む「人材・情報バンクセンター」に専属のコ 

ーディネーターを配置し、地域でボランティアをしたい・できる 

という団体・人と、ボランティアを求めている団体・人を「つな 

ぐ」ことや、地域ボランティア活動の情報発信、イベント等の実施による人材発掘など、 

コーディネーターを核とした地域まちづくり活動の推進を図る。 

 

<事業の概要> 

地域で行われている様々な地域活動情報、人や団体の 情報などを蓄える「人材・情報

バンクセンター(通称：JJBC)」（平成 24年 3月開設）に、専属のコーディネーター３人を

配置し、地域でボランティア活動をしたい・できる団体や人と、ボランティアを求めてい

る団体や人を「つなぐ」ことや、地域の情報発信、新たな人材発掘など、地域の人材や情

報の拠点として地域活動を推進する。 

 

<事業の実施状況> 

①地域の情報収集（関係づくり）、登録者・情報の蓄積（バンク） 

  地域の様々な団体や外部との関係づくりに積極的に取り組むため、各地域団体の会議

に出席して聞き取り調査を行いました。また、継続的な取り組みとして、地域の情報収

集・登録団体の増加（情報の蓄積）に向けた活動を行いました。 

 【令和 6年 3月末時点の登録件数】118件 

・「できます」登録（ボランティアできるという団体・個人の登録） 

    団体：19件 福祉関係団体による高齢者の支援、障がい者の支援など 

    個人：51件 高齢者の生活支援、話し相手、庭木の手入れ、楽器演奏など 

 ・「おねがい」登録（ボランティアしてほしいという団体・個人の登録） 

    団体：48件 福祉施設、地域活動団体からのボランティア募集 

    個人： 0件  個人からのボランティア依頼に対するコーディネートは現段階 

             では対象としていない(ボランティア団体を紹介するのみ) 

 ②相談対応、コーディネート 

  毎週火・金曜日 (午前 10 時～午後 3 時)に開所し、地域活動に関する相談への対応、

人と団体と情報とを結びつける業務（コーディネート）を進めました。 
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【開設から令和 5年度末までの対応状況】 

 ・電話、メール、窓口への来所による窓口対応 ※29年度から集計  

年度 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 合計（件数） 

件数 789 758 525 330 353  575 531 3,861 

 ・コーディネート業務として相談・問い合わせに対応したもの  

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 
累計 

(件数) 

件数 39 92 45 35 52 122 142 175 46 86 107 141 1082 

・コーディネート成立件数  

 

 ③地域情報の発信 

   広報紙の発行、ウェブサイトへの掲載等により、地域活動に関する情報の発信に取り

組んできました。平成 29 年度から取り組んでいるイベント情報掲示板について、ウェ

ブサイトにも同時に情報を掲載するなど、情報発信の拡充に取り組んでいます。 

 【情報発信の状況】 

  ・ボランティア通信「らぶらぶ片瀬」の発行：年 3回発行 

                    （片瀬地区の全約 8,800世帯へ各戸配付）       

  「らぶらぶ片瀬第 34 号、第 35 号、第 36 号」事業予告や事業報告・地域活動やボラン

ティアに関する情報を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 
合計 

（件数） 

件数 17 41 32 18 25 29 52 43 12 36 53 27 385 
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 ・片瀬地区ポータルサイトの更新及び地域イベント情報掲示板による情報発信 

年度 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 合計（件数） 

情報発信件数 116 119 80 15 163 311 115 919 

※地域団体の活動を取材し、地域全体の情報や、各種イベントのチラシを片瀬市民セン

ターしおさいコーナーにて掲示（随時更新） 

   

 

 

 

 

 

 

       片瀬地区ポータルサイト                   地域イベント情報掲示板 

 

<事業の評価・予算> 

目標値 150件 → 実績値 118件（令和 6年 3月末時点） ※活動指標 登録件数 

※令和５年度、お願い団体、できます団体及び個人の登録状況を確認した結果、活動の停滞

や登録者の高齢化などの理由から、登録件数が減少した。 

予算額 1,619,000円（委託料）→ 執行額 903,557円（執行率 55.8%） 

※コーディネーターが年度途中に退任したことによる 

 

<人材・情報バンクセンターの現状と課題> 

①高齢化によりできます個人の活動が継続できないことが判明した。また、おねがい団

体からの依頼に偏りが生じている。 

②新型コロナウイルス感染拡大を契機に、「おねがい団体」「できます団体・個人」いず

れもボランティア活動に対する意識に変化が生じている。 

③「チーム FUJISAWA2020」が普及し、JJBCを介さず非対面でボランティアのマッチング

が行われるようになったことで、これまで対面を中心としていた活動のニーズと合致

していない。 

 

<今後の方針>  

新型コロナウイルス感染拡大やチームＦＵＪＩＳＡＷＡ２０２０の普及により、社会情勢

が大きく変化しており、今後も加速することが予想される。また、今年度、まちづくり協議

会が実施したアンケートの結果から、イベント運営などのボランティアのニーズと比較し、

継続性のある地域活動のニーズが低い傾向となったことを受け、急速に変化するニーズに対

応するため、情報発信の方法など、検討し地域課題の解決を図る必要がある。 
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<<事業名>>  ボランティアセンター事業 

 

<担当部会> ボランティアセンター運営委員会 

 

<事業の目的> 

地域福祉活動拠点の整備を推進するため、人と人とのつながりを拡げ、支え合う地域の

実現を図ることを目的とした高齢者居場所づくりや子育て支援の場の地区ボランティア

センター事業を実施する。 

 

<事業の概要> 

 片瀬・江の島地域の福祉活動の拠点として、赤ちゃんからお年寄りまで誰もが気軽に立

ち寄れる居場所「片瀬地区ボランティアセンター（愛称 ひだまり片瀬）」（平成 22 年 1

月開設）の充実に向けた取組を実施しました。 

 

 <事業の実施状況> 

  ○「居場所・ひだまり」の実施 

    誰でも気軽に立ち寄れる居場所として、毎週月・水・金曜

日午前 10 時から午後 3 時に実施しました。毎月第２水曜午

前には高齢者向けミニ講座を実施、その他として編み物教室

「ふわふわ」・「スマホ相談」・「将棋教室」を実施しました。

（令和 6年 3月末時点 128日間開催、利用者延べ 1,085人） 

 

  ○「かたせ・にこにこ広場」の実施 

    幼児と保護者のフリースペースとして、毎月第３を除く水曜日の午前 10 時～正午

に片瀬市民センター第 1 談話室で、また、毎月第 1 を除く木曜日午前 10 時から正午

にボランティアセンターで実施しました。 (令和 6年 3月末時点（水曜） 40日間開催、利

用者延べ 796人。他に、藤沢市と共催の子育て応援メッセやイベントを 3回開催、出張にこにこ

広場は西浜公園・浪合市民の家・しおさいセンターで計 3回開催） 

    なお、主に 0～1 歳の赤ちゃんと保護者や妊婦さんを対象として、毎月第 3 木曜日

午前 10時から午前 11時 30分に実施していた「ねんねの赤ちゃんの日」（平成 25年 5

月から開始）は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今年度も休止しました。 

 

 

 

 

 

えのしま・かたせ子育て応援メッセ         にこにこ広場クリスマス会 
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○機関紙「ひだまり片瀬通信」の発行 ※平成 25年度から実施 

令和 5年度は第 22号(3月) を発行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<事業の評価・予算> 

目標値 500人 → 令和 5年度実績値 2,388人（※令和 6年 3月末時点） 

※活動指標 居場所ひだまり利用者数（年間） 

予算 まちづくり事業 0円 ※市の地区ボランティアセンター運営費助成金で運営 

 

○従事者交流会の実施 

 令和 5年度は 2月に従事者交流会を実施、活動報告・グループトーク等を実施しました。 

 

<事業の今後の方向性> 

 ○今後も継続して事業に取り組み、赤ちゃんから高齢者までが気軽にふれあえる居場所づ

くりを進めていきます。また、高齢者がさらに利用しやすくなるよう、様々な工夫を検

討してまいります。 

 

 
市の「地域の縁側（交流スペース）事業」の指定を受けています！ 

平成 26 年 10 月 1 日、住民同士のつながりや絆を大切にしながら人の和を広げ、互い

の暮らしを協力して支え合う仕組みとして藤沢市の「地域の縁側」事業がスタートする

ときに、ひだまり片瀬はモデル事業として市から指定を受けました。この指定に伴い、

ＡＥＤの設置や「いきいきパートナー事業」の受入施設としても認定され、見守りボラ

ンティアのスタッフに対してポイントが付与されるなど、ひだまり片瀬の運営について

一層の充実を図ることができるようになりました。 
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<<事業名>>  まちかど相談事業 

 

<担当部会> ボランティアセンター運営委員会 

 

<事業の目的> 

誰もが安心して暮らせる地域づくりを推進するため、子育て相談、高齢者相談、なんでも

相談、障がい相談等のまちかど相談事業を実施する。 

 

<事業の概要> 

 子育て・思春期・老後・介護などに関する相談を行政窓口より身近な地

域の居場所を活用し、片瀬いきいきサポートセンター（片瀬地域包括支援

センター）・在宅介護支援センター（鵠生園）・藤沢市社会福祉協議会（CSW）・

東南部障がい者地域相談支援センター（おあしす）・臨床心理士の連携に

よって実施しました。 

 

<事業の実施状況> 

○活動場所…片瀬地区ボランティアセンター 

「ひだまり片瀬」相談室 

 ○子育て相談…第 1除く木曜日、臨床心理士による乳幼児から思春期ま

での子育てに関する相談を実施しました。（令和 6 年 3 月末時点相談

件数 40件） 

 ○高齢者相談…毎週水曜日、片瀬いきいきサポートセンター・鵠生園の

相談員による介護保険制度や日常生活・健康などに関する相談を実施しました。（令和 6

年 3月末時点相談件数 10件） 

相談に関連した話題の提供や、相談へのきっかけ作りのため、ミニ講座を 11 回開催し

ました。（令和 6年 3月末時点参加者 164人） 

 

○CSW相談…令和元年度 9月から毎月第 2・4水曜日、コミュニティーソーシャルワーカー

による生活の困りごとの相談を開始しました。令和 4年 4月からは毎月第 2水曜日に変

更しました。（令和 6年 3月末時点相談件数 4件） 

 〇障がいに関する相談…令和 4年 4月から毎月第 4水曜日に、東南部障がい者相談支援セ

ンター相談員による障がいに関する相談を開始しました。（令和 6 年 3 月時点相談件数

0件） 

 

<事業の評価・予算> 

目標相談件数 100件 → 実績件数 54件（※令和 6年 3月末時点） 

予算額 206,000円(補助金) → 執行額 196,100円（執行率 94.2%） 

内訳：臨床心理士(子育て相談員)への謝礼 
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<事業の今後の方向性> 

 ○今後も身近な相談場所として多くの方々に利用してもらえるようＰＲを行いながら、継

続して事業を進めていきます。 

〇令和 4年 4月から開始した、障がい者地域相談支援センターおあしす相談員による障が

い者相談を地域に周知し、障がいへの理解が深まる地域を目指します。 
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<<事業名>>  青少年健全育成事業 

 

<担当部会> 青少年健全育成部会 

 

<事業目的> 

青少年関係団体同士のの情報交換や活動の連携を図り、青少年事業の活動充実を目指す。 

 

<事業概要> 

青少年関係団体間の情報交換会や青少年の課題解決に向けた事業を実施。 

 

<今年度の実施状況> 

昨年度実施した「子どもの防災についての情報交換

会」にて、参加者間で「子どもの防災に関する事業」実

施の必要性が共有され、今年度は 11月 23日に「子ども

の防災」をテーマに片瀬公民館と共催で「片瀬のまちで

ぼうさいビンゴ！」という子ども講座を実施。登下校時

や自宅での留守番時等、子どもだけで被災した場合に適

切な避難行動を行うことができるよう、片瀬地区内を歩

きながら防災の基礎知識を学習した。 

 

●「片瀬のまちでぼうさいビンゴ！」」 

日  時 令和 5年 11月 23日（木）午前 9時半から 12時半まで 

場  所 小田急線片瀬江ノ島駅～片瀬市民センター周辺 他 

講  師 防災士 宮本裕子 氏 

運営協力 片瀬地区青少年育成協力会 8人 

  藤沢市危機管理課 2人 

     防災士・地域ファシリテーターボラン 

ティア 7人 

物資協力 片瀬地区自主防災会（参加賞の提供） 

内  容 1 片瀬地区内を歩きながらビンゴ形 

式にて防災の基礎知識を学習。 

     2 まち歩き後に片瀬市民センターに 

て、講座形式による振り返り。 

参加者数 小学生 22人・保護者 3人 

  

<今年度の成果> 

  防災の基礎知識をゲーム感覚で学習することができ、子どもたちの防災への興味や関

心を育むことができた。また、参加した保護者からも子どもと一緒に学習することによ

り「子どもの目線」で防災について考えることができたという意見もあり、更なる地域

防災力の向上に向けて、地域全体が一体となって防災に取り組んでいくことの重要性を

参加者と共有することができた。 

まち歩きの様子 

センターにて振り返り 
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<今後の方向性> 

・子どもたちの現状について、積極的な情報収集、共有を行っていく中で、見えた課題に

対し取組を検討していく。 

・次世代交流の促進や子どものコミュニケーション不足の解消のため、青少年関係団体

とその他の地域団体等との事業連携を推進させることで、地域活動に子どもが参画す

る機会を増やす。 
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<<事業名>>  民俗文化財等継承事業 

 

<担当部会> 郷土文化推進部会 

 

<事業の目的> 

片瀬地区にゆかりのある文化財や伝統の豊かさを次世代に伝え、地域住民の地元愛醸成を

図り、地域振興につなげていくことを目的に保存会などの支援を行う。 

 

<事業の概要> 

片瀬地区で 300年前から唄い継がれ市無形民俗文化財として指定されている「片瀬餅つき

唄」や片瀬地区の伝統玩具「片瀬こま」といった片瀬地区にゆかりのある文化財の継承・発

展のため支援を行う。 

 

<事業の実施状況> 

○片瀬餅つき唄保存会メンバーの高齢化による担い手不足が大きな課題となっております。

活動が停滞している状況のため、具体的な支援ができておりませんが、これまでの映像記録

等をたどり、どのような支援ができるかどうかを含め、定期的に課題共有しています。 

○片瀬こま保存会では、藤沢市に留まらず近隣の自治体や岩手県大船渡市、東京都大島町と

の交流も行われ、令和５年度では計２４回の事業が実施されています。そのうち、片瀬こま

大会３回、片瀬こま講演会１回が片瀬・江の島まちづくり協議会と片瀬こま保存会の共催事

業として開催されました。子どもから大人まで数多くの参加者に片瀬こまの魅力が伝えられ

ています。 

  

 

                           

 

 

 

 

 

片瀬餅つき唄披露の様子（過去）     片瀬こま大会 金こまチャレンジ 

 

<事業の評価・予算> 

予算額 15,000円（消耗品費）→ 執行額 15,000円（執行率 100％） 

 

<事業の今後の方向性> 

 片瀬地区にゆかりのある民俗文化財の継承・発展のために活動を支援します。 

ⓒ藤沢市 
片瀬こまを回して

遊ぶふじキュン♡ 
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<<事業名>>  片瀬・江の島歴史文化継承事業 

 

<担当部会> 郷土文化推進部会 

 

<事業の目的> 

片瀬地区の歴史的・文化的な魅力を発掘し、地域住民の郷土愛を醸成することを目的とす

る。 

 

<事業の概要> 

 旧事業である江の島道の整備事業は、その成果物として作成した「片瀬歴史マップ」の発

行と同時に事業を完了し、江の島道に限らず広い意味で片瀬・江の島の歴史文化を次世代に

継承していくことを目的に、「片瀬・江の島歴史文化継承事業」と改名。「片瀬歴史マップ」

を活用しつつ、地域住民の郷土愛を醸成していくことを目標とする。 

   

<事業の実施状況> 

〇令和 4 年 3 月に作成した「片瀬歴史マップ」を活用した事業として、令和 5 年 11 月 10

日に片瀬公民館と共催で「片瀬歴史マップめぐり～片瀬川に架かる橋 今昔～」を開催しま

した。片瀬川に架かる橋の魅力と歴史を参加者の方々に伝えるため、郷土文化推進部会 甘

粕部会長を講師として秩父宮記念体育館から江ノ島大橋までをめぐる行程を企画しました

が、当日は天候に恵まれず、道中雨が強まったため急遽片瀬しおさいセンターで座学を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       新屋敷橋にて               座学の様子 

 

<事業の今後の方向性> 

・片瀬地区に関する写真や資料を収集し、それを活用した事業を考えております。また、令

和３年度に作成した「片瀬歴史マップ」の活用も視野に入れつつ、地域住民の郷土愛を醸

成できるような事業等を企画検討していきます。 

・旧事業の江の島道の整備も継続した維持管理が求められるため、定期的な点検の実施等行

います。 
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<<事業名>>  緑と花いっぱい推進活動事業 

<担当部会> なし 
 
<事業の目的> 

藤沢市の名所として代表的な「江の島」の玄関口である江の島弁天橋周辺の景観を整え

るとともに、周辺住民の住環境を良好に保つことを目的としています。 
 

<事業の概要> 

 全国でも有数の観光地である片瀬・江の島地域としてふさわしい景観確保等のため、地域

ボランティアを募り、花植え・草取りを定期的に実施する体制を築きました。 
 
<事業の実施状況> 

 江の島弁天橋において年 2回（6月、11月頃）の花の植替え、定期的な水遣り、草取りを

行っている「弁天橋花いっぱい愛好会」に対して、活動の支援を行いました。花の植え替え・

維持管理には「片瀬地区子ども会連絡会」「江の島・藤沢ガイドクラブ」も参加し、世代を

超えた地域内の取組となっています。 

 「弁天橋花いっぱい愛好会」は創立から 13年経過しましたが、チーム FUJISAWA2020の登

録ボランティアや片瀬地区人材・情報バンクセンターで活動する方が花植え活動に新たに参

加するなどしており、活動の輪を維持・拡大していく必要があることから、団体の活動を継

続して支援していきます。 
 
<事業の評価・予算(令和 6年 3月末時点)>  

目標値 100㎡ → 実績値 120㎡ ※活動指標 花植え活動等実施面積（累計） 

予算額 37,100円（苗等消耗品費）→ 執行額 1,240円（執行率 3.0%） 

予算額 12,000円（上水道代）→   執行額 6,248円（執行率 52.0%） 
 
<事業の今後の方向性> 

 江の島弁天橋の植栽帯において花の植え替え、定期的な水やり、草取りを行っている「弁

天橋花いっぱい愛好会」に対しての活動支援を継続して行います。コロナ禍の収束後、江の

島周辺を訪れる人は増え続けており、景観の美化や維持、地域生活の課題である防犯や環境

浄化が重要と考えられるため、新たなボランティアや賛同者の受入れを進め、行政・関係団

体の協力を得ながら、活動を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 
    

花植え前の耕作の様子                  夏の花植えの様子 








































































































